
第５１号議案 

   足立区印鑑条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

  平成２４年６月１２日 

             提出者 足立区長  近 藤 弥 生 

 

   足立区印鑑条例の一部を改正する条例 

 足立区印鑑条例（昭和５０年足立区条例第１９号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第３条第１項中「）又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号」

を「。以下「法」という。」に、「記録又は登録を受けている者」を「記

録されている者」に改める。 

 第５条第３項第１号中「若しくは身分証明書」を「又は身分証明書」

に改め、「、又は外国人登録証明書」を削る。 

 第７条第１号を次のように改める。 

 （１） 住民基本台帳に記録されている氏名、氏、名若しくは通称（住

民基本台帳法施行令（昭和４２年政令第２９２号）第３０条の

２６第１項に規定する通称をいう。以下同じ。）又は氏名若しく

は通称の一部を組み合わせたもので表していないもの 

 第７条第２号中「表わしているもの」を「表しているもの」に改め、

同条に次の１項を加える。 

２ 前項第１号の規定にかかわらず、外国人住民（法第３０条の４５に

規定する外国人住民をいう。以下同じ。）が住民票の備考欄に記録さ

れている氏名のカタカナ表記又はその一部を組み合わせたもので表

されている印鑑により登録を受けようとする場合には、当該印鑑を登

録することができる。 

 第８条第３号を次のように改める。 

 （３） 氏名（外国人住民に係る住民票に通称が記録されている場合



にあつては、氏名及び通称） 

 第８条に次の１号を加える。 

 （７） 外国人住民が住民票の備考欄に記録されている氏名のカタカ

ナ表記又はその一部を組み合わせたもので表されている印鑑

により登録を受ける場合にあつては、当該氏名のカタカナ表記 

 第１２条中「住民基本台帳法又は外国人登録法」を「法」に改める。 

 第１５条第５号を次のように改める。 

 （５） 氏名、氏又は名（外国人住民にあつては、通称又は氏名のカ

タカナ表記を含む。）を変更した（登録されている印影を変更

する必要のない場合を除く。）ため、登録されている印鑑が第

７条第１項第１号に該当することになつたとき。 

 第１５条に次の１項を加える。 

２ 前項の規定において、次の各号に掲げるものを除く事由による登録

のまつ消については、印鑑の登録を受けている者にこのことを通知す

るものとする。 

 （１） 転出 

 （２） 死亡 

 （３） 法第３０条の４５の表の上欄に掲げる者ではなくなつたこと

（日本の国籍を取得した場合を除く。）。 

 （４） 前３号に定めるもののほか、区長が別に定める場合 

   付 則 

１ この条例は、平成２４年７月９日から施行する。 

２ この条例による改正後の足立区印鑑条例（以下「新条例」という。）

の施行の日（以下「施行日」という。）前において現に印鑑の登録を

受けている外国人であつて、施行日において住民基本台帳法（昭和４

２年法律第８１号）に規定する住民票への移行がなされなかつた者に

係る印鑑登録については、職権でまつ消するものとする。この場合に

おいて、登録のまつ消について、印鑑の登録を受けている者にこのこ



とを通知するものとする。 

３ この条例による新条例の施行日前において現に印鑑の登録を受けて

いる外国人であつて、施行日においてもなお印鑑の登録資格を有する

者に係る印鑑登録事項について、住民基本台帳法の一部を改正する法

律（平成２１年法律第７７号）の施行による住民票への移行に伴い変

更が生じた場合は、職権で当該事項を修正するものとする。 

 

 （提案理由） 

 住民基本台帳法の改正及び外国人登録法の廃止に伴うもののほか、規

定を整備する必要があるので、この条例案を提出いたします。 

 

 


